
 1 / 2 

 

2026年３月 19日現在 

JIS X 25010 

規格改訂情報 

2026-2027年度版 ALL IN ONE パーフェクトマスター 

プロジェクトマネージャ 
12053 

本書の P93・94に掲載した「■品質特性（JIS X 25010）」の項目全体につきまして、下記に差替えてご利用く

ださいますよう、お願いいたします。 

---------------------------------------------------------------- 

■品質特性（JIS X 25010） 

2025年 12月 22日に JIS X 25010が改訂され，製品品質モデルと利用時品質モデルが次の二つの JISに分

かれて制定された。 

・JIS X 25010(システム及びソフトウェア技術－システム及びソフトウェア製品の品質要求及び評価（ＳＱｕ

ａＲＥ）－製品品質モデル) 

・JIS X 25019(システム及びソフトウェア技術－システム及びソフトウェア製品の品質要求及び評価（ＳＱｕ

ａＲＥ）－利用時品質モデル) 

 

▸JIS X 25010:製品品質モデル 

特性 定義 副特性 

機能適合性 

明示された状況下で使用するとき，意図した利用者の

明示的ニーズ及び暗黙のニーズを満足させる機能を

提供する製品の能力 

機能完全性，機能正確性，機能適

切性 

性能効率性 

明示された状況下で，指定された時間及び指定された

スループット(処理量)設定値内で機能を実行し，資源

を効率的に使用する製品の能力 

時間効率性，資源効率性，容量満

足性 

互換性 

同一の共通の環境及び資源を共有する間，他の製品と

情報を交換する，及び／又はその要求された機能を実

行する製品の能力 

共存性，相互運用性 

インタラクシ

ョン容易性，対

話性 

明示された利用者が，意図した作業を完了するため

に，ユーザインターフェースを介して利用者とシステ

ムとの間で情報を交換してインタラクションを容易

にする 製品の能力 

適切度認識性，習得性，運用操作

性，ユーザエラー防止性， ユーザ

エンゲージメント(利用者関与

性)，インクルーシビティ(包摂

性)，ユーザ支援性，自己記述性 

信頼性 
明示された期間，明示された状況下で，中断及び故障

なしに明示された機能を実行する製品の能力  

無障害性，可用性(アベイラビリ

ティ)，障害許容性(耐故障性)，回

復性 

セキュリティ 

人間又は他の製品が認められた権限の種類及び水準

に応じたデータアクセスの度合いをもつように，情報

及びデータを保護し，悪意のある者による攻撃パター

ンを防御する製品の能力 

機密性，インテグリティ，否認防

止性，責任追跡性，真正性，耐攻

撃性 

保守性 
意図した保守者によって，効果的かつ効率的に製品が

修正される製品の能力 

モジュール性，再利用性，解析性，

修正性，テスト可能性(試験性) 

柔軟性 
要求事項，利用状況又はシステム環境に関する変更に

対して適応される製品の能力  

適応性，拡張性，インストール性

(設置性)，置換性 

安全性 
定義された状況下で，人の生命，健康，財産又は環境

が危険にさらされる状態を避ける製品の能力  

運用制約性，リスク識別性，フェ

ールセーフ，危険警告性，統合時

安全性 
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▸JIS X 25019：利用時品質モデル 

特性 定義 副特性 

便益性 
製品，システム又はサービスの利用によるメリット

の程度 

ユーザビリティ，アクセシビリティ，

適合性 

リスク回避性 

製品又はシステムが，経済状況，人間の生命及び生

活，健康，社会， 財務的価値，企業活動又は環境へ

の潜在的なリスクを軽減する程度  

経済リスク回避性，環境及び社会リス

ク回避性，健康リスク回避性，人間生

命及び生活リスク回避性 

受容性 

頻繁に使用される機能を実行するように設計された

製品，システム又はサービスソフトウェアツールを

受け入れる又は導入するときに，人間の反応の好ま

しさの程度 

経験保有性，トラストワージネス，遵

守性 

 

---------------------------------------------------------------- 

以上 



26.03.06更新 

弊社の情報処理技術者試験対策書籍をご購入済・ご購入予定の方へ 

 

弊社書籍をご利用くださり、誠にありがとうございます。 

 

本年２月 24日に、(独)情報処理推進機構(IPA)より、「令和 8年度（2026年度）応用情報技術者試験、高度

試験及び情報処理安全確保支援士試験の実施予定について」との発表（試験情報）がありました。 

令和 8年度（2026年度）実施予定の試験につきましては、従来と大きく違った日程で実施予定とのことで

す。 

 

【主な変更点】 

〇春期試験（前期試験に名称変更） 

・日程 

春期試験（4月第 3日曜日） → 前期試験（11月頃に実施予定。一定期間に複数回実施） 

 ・試験区分 

  応用情報技術者試験 

  高度区分試験 

   ITストラテジスト、システムアーキテクト、ITサービスマネージャ、ネットワークスペシャリスト 

 情報処理安全確保支援士試験 

 

〇秋期試験（後期試験に名称変更） 

 ・日程 

秋期試験（10月第 2日曜日） → 後期試験（27年 2月頃実施予定。一定期間に複数回実施） 

 ・試験区分 

  応用情報技術者試験 

  高度区分試験 

   プロジェクトマネージャ、システム監査技術者、エンべデッドシステムスペシャリスト 

   データベーススペシャリスト 

 情報処理安全確保支援士試験 

 

今回の試験日程変更に該当する弊社刊行書籍は下記の通りです 

●2026-2027年度版 スッキリわかる応用情報技術者 テキスト＆問題集（11756-9） 

●2026年度版 ALL IN ONE パーフェクトマスターシリーズ 

・共通午前Ⅰ（11745-3） ・ITストラテジスト（11746-0）・システムアーキテクト（11747-7） 

・ネットワークスペシャリスト（11748-4）・ITサービスマネージャ（11749-1） 

・情報処理安全確保支援士（11750-7） 

●2026-2027年度版 ALL IN ONE パーフェクトマスターシリーズ 

・プロジェクトマネージャ（12053-8）・データベーススペシャリスト（12054-5） 

・システム監査技術者（12055-2） 



●情報処理技術者 高度試験速習シリーズ 

 ITストラテジスト 午後Ⅱ 最速の論文対策【第６版】（11523-7） 

 システムアーキテクト 午後Ⅱ 最速の論述対策【第２版】（11524-4） 

 2026-2027年度版 プロジェクトマネージャ 科目 B-1 最速の記述対策（12056-9） 

 2026-2027年度版 プロジェクトマネージャ 科目 B-2 最速の論述対策（12057-6） 

 

【変更点の詳細】（2026.3.6時点） 

変更予定事項の詳細は、 

下記の IPAホームページ内の記事をご確認ください。 

「令和 8年度（2026年度）応用情報技術者試験、高度試験及び情報処理安全確保支援士試験の実施予定につ

いて」 

（https://www.ipa.go.jp/shiken/2026/ap_koudo_sc_yotei.html） 

 

また、試験科目名の変更などの発表は下記からご確認ください。 

「応用情報技術者試験、高度試験及び情報処理安全確保支援士試験における CBT方式での実施について」 

（https://www.ipa.go.jp/shiken/2026/ap_koudo_sc-cbt.html） 

 

 

最新情報・確定的な情報は、今後、IPAから発表される情報をご確認ください。 

 

以上 

 


